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車両燃費規制のみの考え方 製造～素材リサイクルまでを考慮

従来鋼板の車体 従来鋼板の車体ハイテンの車体 ハイテンの車体軽量他素材の車体 軽量他素材の車体

車体を軽くすれば走行時のCO2は削減できる
→素材製造やリサイクルによるCO2は？

走行段階（車両燃費）に加え、素材の製造やリサイ
クルを含むライフサイクル全体で考えることが必要

ＣＯ２排出量 車体
重量

車両走行時のCO2排出量 車両走行時のCO2排出量 製造時のCO2排出量*
*素材リサイクル効果を含む

WorldAutoSteel（世界鉄鋼協会の自動車分科会）公表データに基づき作成
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走行時のみのCO2 排出量の比較（左）と自動車 LCAでの排出量の比較（右）

普通鋼と等価の自動車部材（車体）で整理したときの
各素材の製造時のCO2 排出量比較
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自
動
車
メ
ー
カ
ー
各
社
は
、
地
球
環
境
へ
の
負
荷
軽

減
を
目
指
し
て
、
燃
費
の
向
上
を
追
求
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
エ
ン
ジ
ン
の
高
効
率
化
や
電
動
化
と
い
っ
た
パ

ワ
ー
ト
レ
イ
ン
技
術
だ
け
で
な
く
、
車
体
の
軽
量
化
も

重
要
な
取
り
組
み
の
一
つ
と
な
り
ま
す
。
ク
ル
マ
の
重
量

は
安
全
性
の
向
上
や
電
装
系
の
拡
充
な
ど
の
快
適
性
の

追
求
に
よ
り
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、
車
体
の
軽
量
化

は
さ
ま
ざ
ま
な
要
求
を
満
た
す
上
で
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

近
年
、
自
動
車
の
燃
費
改
善（
走
行
時
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
の
低
減
）の
た
め
、
車
体
に
鉄
よ
り
も
軽
い
ア
ル
ミ
や

樹
脂
、
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ（
炭
素
繊
維
強
化
樹
脂
）な
ど
の
適
用

も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
ク
ル
マ
の
素
材
を
評
価

す
る
と
き
は
、
単
に
燃
費
向
上
に
よ
る
走
行
時
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
低
減
だ
け
で
な
く
、
素
材
の
製
造
か
ら
ク
ル
マ

の
廃
棄
ま
で「
ク
ル
マ
の
一
生
」で
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
考

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
考
え
方
はLife Cycle 

Thinking 

と
呼
ば
れ
、
そ
れ
を
定
量
化
し
評
価
す
る
手

法
と
し
て
Ｌ
Ｃ
Ａ（Life Cycle Assessm

ent

：
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）が
国
際
標
準
と
し
て
確

立
し
て
い
ま
す
。

L
C
A
手
法
に
基
づ
い
て
C
O
2
排
出
量
を
み
る
と
、

鉄
を
他
の
軽
量
素
材
に
置
換
し
た
場
合
、
走
行
時
の

C
O
2

排
出
量
は
少
な
く
な
り
ま
す
が
、
素
材
製
造
時

に
は
、
よ
り
多
く
の
の
C
O
2

が
排
出
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
に
対
し
て
、
鉄
を
普
通
鋼
か
ら
よ
り
高
強
度
で
薄
く

で
き
る
ハ
イ
テ
ン
に
置
換
す
る
と
、
車
体
軽
量
化
に
よ

る
走
行
時
の
排
出
量
削
減
に
加
え
、
鉄
の
使
用
量
低
減

に
よ
る
製
造
時
の
排
出
量
の
削
減
効
果
も
得
ら
れ
、
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
で
は
、
他
の
軽
量
素
材
を
使
用
す

る
よ
り
も
C
O
2

排
出
量
の
低
減
が
図
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す（
※
1
）。

Life Cycle Thinking!
ライフサイクルで環境を考えるクルマ

L
C
A
に
基
づ
い
た
環
境
仕
様
の
ク
ル
マ
づ
く
り
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製鉄所

鉄鋼資源鉄鋼製品

走るとき燃費がいいのは当たり前。地球環境への負荷を低減するクルマを開発する上で、素材の
製造時から使用（走行）、リサイクル、廃棄されるまで、クルマの一生でとらえて環境負荷を考え
ることが必要です。車体材料にさまざまな素材が使われているなか、鉄は優れた特性を発揮し、
より地球にやさしいクルマづくりを支えています。

※
１ 

：世
界
鉄
鋼
協
会
（W

orldS
teel

）
の
自
動
車
分
科
会
（W

orldA
uto 

S
teel

）
で
は
、
車
体
素
材
の
違
い
に
よ
る
自
動
車
Ｌ
Ｃ
Ａ
の
比
較
が
可
能

な
計
算
ツ
ー
ル
を
、
使
用
す
る
各
素
材
製
造
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
数
値
も
含

め
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
無
償
提
供
し
て
い
る
。

http://w
w
w
.w
orldautosteel.org/

※
２ 

：
カ
ス
ケ
ー
ド
・
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
元
の
製
品
の
品
質
に
は
戻
ら
ず
、

品
質
の
低
下
を
伴
う
。

自
動
車
素
材
の
L
C
A
を
考
え
る
と
き
、
素
材
製
造

時
の
環
境
負
荷
だ
け
で
な
く
、
廃
車
後
の
素
材
の
リ
サ

イ
ク
ル
に
よ
る
効
果
も
、
考
慮
す
べ
き
重
要
な
要
素
で

す
。
自
動
車
に
使
用
さ
れ
る
素
材
が
、
廃
車
と
と
も
に

廃
棄
あ
る
い
は
効
率
の
悪
い
リ
サ
イ
ク
ル
に
供
さ
れ
る

の
か
、
再
び
、
天
然
資
源
か
ら
つ
く
ら
れ
る
素
材（
バ
ー

ジ
ン
）と
同
じ
よ
う
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
の
か
に
よ
っ

て
、
天
然
資
源
消
費
量
の
削
減
や
環
境
負
荷
の
低
減
効

果
に
大
き
な
差
が
生
ま
れ
ま
す
。

鉄
は
ス
ク
ラ
ッ
プ
と
し
て
簡
単
に
分
別
回
収
で
き
、

回
収
さ
れ
た
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
は
、
製
鉄
所
で
新
し
い
鉄

鋼
製
品
と
し
て
再
生
さ
れ
る
リ
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
が

技
術
的
に
も
経
済
的
に
も
確
立
さ
れ
て
い
て
、
製
鉄
所

で
は
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
、
天
然
資
源
を
代
替
す
る
原
料

と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
埋
め
立

て
処
理
さ
れ
て
い
た
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
ダ
ス
ト（
リ
サ
イ
ク

ル
不
可
能
な
部
品
）に
含
ま
れ
る
金
属
く
ず
、
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
、
ガ
ラ
ス
く
ず
、
廃
タ
イ
ヤ
を
、
鉄
鋼
プ
ロ
セ

ス
の
原
料
と
し
て
利
用
し
、
廃
棄
物
の
最
終
処
分
量
の

削
減
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
素
材
が
製
品
寿
命
と
と
も
に
廃
棄
さ
れ
る
か
、

他
の
材
料
の
代
替
と
し
て
利
用
さ
れ
た
あ
と
最
終
的
に

廃
棄（
有
限
の
オ
ー
プ
ン
・
ル
ー
プ
・
リ
サ
イ
ク
ル
ま
た

は
カ
ス
ケ
ー
ド
・
リ
サ
イ
ク
ル（
※
2
））さ
れ
て
い
ま
す
が
、

鉄
は「
何
度
で
も
」リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
、
ク
ル
マ
だ
け
で

な
く
ビ
ル
や
橋
、
家
電
製
品
、
ス
チ
ー
ル
缶
な
ど
に
使

わ
れ
る
鉄
鋼
製
品
と
し
て「
何
に
で
も
」生
ま
れ
変
わ
り

（
無
限
の
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
ル
ー
プ
・
リ
サ
イ
ク
ル
）、
私

た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
ま
す
。

Life Cycle Assessment

何
度
で
も
何
に
で
も
生
ま
れ
変
わ
る
鉄

鉄のリサイクル：無限のクローズド・ループ・リサイクル
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